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電気使用安全月間中の活動について 

全社統一運動の一つである『電気使用安全月間(8月 1 日～31日)』は経済産業省主唱によるもので、

夏季に多発する電気事故防止を目的で実施されます。 

夏季は温度・湿度の上昇により、身体の発汗量の増加や注意力の低下があり、充電部への接近や接触

で感電事故につながるリスクが増大します。特に、１年の中で８月は感電災害が一番多く発生していま

す。また、天候の急激な変化による集中豪雨や台風により、思わぬ場所で浸水し、電気設備に不具合が

発生する可能性もあります。日常業務の中で今まで以上に注意を払って点検や作業を行い、電気事故防

止に努めて下さい。 

得意先の夏季休暇を利用して、インフラ設備の停止や切替をする工事がある場合は、インフラ設備を

事前調査の上、施工計画書を作成し、現地での見える化・工事内容の周知徹底・連絡体制の整備をして

から作業をして下さい。 

電気使用安全月間のポスターをデジタルサイネージで確認し、電気使用安全の喚起とともに、環境負

荷低減を含めた省エネルギー活動・節電対策も合わせてお願いします。 

今年度の重点活動テーマは、以下の５項目です。 

（１） 感電・火災の防止のため、身近な配線やコンセントを見直しましょう

（２） 無資格者の電気工事は法令違反です、必ず電気工事士の資格を持った方に依頼しましょう

（３） 自家用設備は、適切な保守点検と計画的な更新で電気事故の未然防止に努めましょう

（４） 地震、雷、風水害などの自然災害に備え、日頃から電気の安全に努めましょう

（５） 被災時に命と生活を守るため、日頃から停電への備えを万全にしましょう

記 

1. 添付の実施要領に基づき、実施事項を周知する。

2. 「電気使用安全月間の電気事故防止点検確認表」を活用し、点検を行い、記録をする。

添付資料： 

①電気使用安全月間取組み実施要領

②電気使用安全月間の電気事故防止点検確認表(新築工事と改修工事)

③電気使用安全月間のポスター

※この事務連絡は、事務連絡(令和6年7月12日)安全環境本部･建築総本部･設備本部･設備生産計画部発行に基づき作成しました。

以上 



電気使用安全月間取組み実施要領 

 

１．作業所での実施事項 

（１）受電所、分電盤および配線箇所の周囲を整理整頓し必要な表示をする｡ 

（２）受電設備の出入口に｢高電圧危険｣｢立入禁止｣を表示し、施錠を確認する｡ 

 （３）月間安全計画に電気安全の事項を組み込む。 

① 溶接機をはじめ持込機器の入場時確実な点検記録を確認する。 

② 仮設分電盤に接続するケーブルの許容電流と漏電遮断器の定格遮断電流との整合を

確認する。 

③ 幹線盛替は事前の計画策定と作業関係者への確実な周知徹底を図る。 

④ 電気設備点検日を設定し、別紙｢巡回時の電気設備チェックポイント｣を活用し、場

内の巡回点検を実施する。 

（４）工事用電気設備の設置時の試験記録及び毎月の電気設備管理票等の記録を整備する。 

２．取引業者への指導事項 

（１）作業所への持込み機器は、持込む前に「機械安全自主点検表」によりチェックし、 

機器の安全を確認してから作業所への届出を励行させる。 

（２）ア－ク溶接機は使用前に次の事項を点検し、自主点検表に記録する｡ 

① 溶接機本体のタ－ミナル部分及び溶接ケーブル被覆の損傷の有無を点検する。 

② 交流アーク溶接機は自動電撃防止装置の作動状況を点検する。 

直流アーク溶接機は電撃低減機能のある機器は機能を有効にする。 
③ 帰線クランプは万力型を使用し、溶接箇所の近くにしっかりと固定する。 

        （３）使用していない機器は本体電源と分電盤のブレーカーをＯＦＦにする。 

３．インフラ関連工事に対する指導事項 

（１）インフラ設備の停止・切替工事についての実施事項。 

（インフラ設備との近接作業及び掘削作業を含む） 

① インフラ設備の事前調査を行い、現地に見える化させる。 

② 施工計画書には、インフラ事故防止対策を織り込み、得意先や関係企業と役割、 

手順、連絡体制を明確にする。 

③ 作業関係者に周知徹底させる打合せを行う。 
④ 作業所全員にインフラ停止若しくは切替に伴う停電や断水等の時間と供給範囲を 

通知する。 
４．可搬形発電機の使用者への指導事項 

（１）可搬形発電機は使用前に次の事項等を点検し、自主点検表に記録する｡ 

① 出力10kW(12.5kVA)以上の発電機には電気主任技術者を選任し、表示させる 
② 本体のアースと漏電遮断器用のアース(機能接地)が 

接地されていることを確認する（共用接地も可）。 

（２）接続されるケーブルの許容電流にあった遮断器を取り付ける。 

    例）ＣＶＴ ６０mm2は２００ＡＴ以下 

      ＣＶＴ１００mm2は３００ＡＴ以下 

      ＣＶＴ１５０mm2は４００ＡＴ以下 

（つくし工房 ３６９－Ａ） 
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